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【問題】北海道・東北

北海道・東北【共通問題】

北海道／青森／岩手／宮城／秋田／山形／福島

令和 年 月 日実施

＜第１章＞

問１ 医薬品の本質に関する以下の記述のうち、

正しいものの組み合わせはどれか。

ａ 一般用医薬品であっても医療用医薬品と同
様に、科学的な根拠に基づく適切な理解や判
断によって適正な使用が図られる必要がある。

ｂ 医薬品は生命関連製品で、有用性が認めら
れたものであり、使用には保健衛生上のリス
クを伴わない。

ｃ 医薬品は人の疾病の診断や治療に使用される
ものであり、人の疾病の予防には使用されない。

ｄ 一般用医薬品は、一般の生活者においては、
添付文書や製品表示に記載された内容を見た
だけでは、効能効果や副作用等について誤解
や認識不足を生じることがある。

１ ａｂ ２ ａｄ ３ ｂｃ ４ ｃｄ

問２ 医薬品の本質に関する以下の記述の正誤に

ついて、正しい組み合わせはどれか。

ａ 医薬品の市販後は、その有効性や安全性等
の確認が行われない。

ｂ 検査薬は、検査結果について正しい解釈や
判断がなされなければ、適切な治療を受ける
機会を失うおそれがある。

ｃ 登録販売者は、健康被害の発生の可能性が
ある場合のみ、異物等の混入、変質等がある
医薬品を販売してはならない。

ｄ 登録販売者は、医薬品の有効性、安全性等に関
して常に新しい情報の把握に努める必要がある。
ａ ｂ ｃ ｄ

１ 正 正 誤 誤 ２ 正 誤 正 正
３ 誤 正 誤 正 ４ 誤 正 正 誤
５ 誤 誤 誤 正

問３ 医薬品のリスク評価に関する以下の記述の

正誤について、正しい組み合わせはどれか。

ａ とは、動物実験により求められる ％
致死量のことであり、薬物の毒性の指標とし
て用いられる。

ｂ 医薬品の効果とリスクは、用量と作用強度の

関係 用量－反応関係 に基づいて評価される。
ｃ 少量の医薬品の投与であれば、長期投与さ
れても慢性的な毒性が発現することはない。

ｄ ヒトを対象とした臨床試験の実施の基準と
して、国際的に
が制定されている。
ａ ｂ ｃ ｄ

１ 正 正 誤 正 ２ 誤 正 正 誤
３ 正 誤 正 正 ４ 誤 正 誤 正
５ 正 誤 正 誤

問４ 健康食品に関する以下の記述の正誤につい

て、正しい組み合わせはどれか。

ａ 健康増進や維持の助けになることが期待さ
れるいわゆる「健康食品」は、あくまで食品
であり、医薬品とは法律上区別される。

ｂ 「特定保健用食品」は、身体の生理機能な
どに影響を与える保健機能成分を含むもので、
国の審査を受け許可されたものである。

ｃ 「栄養機能食品」は、身体の健全な成長や
発達、健康維持に必要な栄養成分 ビタミン、
ミネラルなど の補給を目的としたものである。

ｄ 一般用医薬品の販売時に健康食品の摂取の
有無について確認することは重要である。
ａ ｂ ｃ ｄ

１ 正 正 正 正 ２ 誤 正 正 正
３ 正 誤 正 正 ４ 正 正 誤 正
５ 正 正 正 誤

問５ セルフメディケーションに関する以下の記

述のうち、誤っているものはどれか。

１ セルフメディケーションの推進は、医療費
の増加やその国民負担の増大を解決する重要
な活動のひとつである。

２ 登録販売者は、セルフメディケーションを
推進するためにも、地域医療を支える医療ス
タッフなどとも連携をとって、地域住民の健
康維持・増進などに携わることが望まれる。

３ 対象となる一般用医薬品の購入の対価につ
いて、条件を満たした場合、一定の金額をそ
の年分の総所得金額等から控除するセルフメ
ディケーション税制が導入されている。

４ セルフメディケーション税制の対象となる一
般用医薬品は、スイッチ 医薬品のみである。
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ａ アルカリ性の消毒薬が誤って目に入った場合
は、念入りに水洗する。中和剤は用いない。

ｂ 正
ｃ「アルカリ性の洗剤」ではなく、「酸性の洗剤」
ｄ ジクロロイソシアヌル酸ナトリウム、トリクロ

ロイソシアヌル酸：塩素臭や刺激性、金属腐食
性が比較的抑えられており、プール等の大型設
備などの殺菌・消毒に用いられる(有機塩素系
殺菌消毒成分)

○ポリアルキルポリアミノエチルグリシン塩酸
塩：クレゾール石けん液と同様の殺菌消毒作
用を有する成分

○クレゾール石けん液：結核菌を含む一般細菌
類、真菌類に対して比較的広い殺菌消毒作用
を示すが、大部分のウイルスには効果がない。

１,２,３ 正
４「ツツガムシ」ではなく、「蚊」

○ツツガムシ：ツツガムシ病リケッチアを媒介
するダニの一種

ａ 一般用検査薬の検体は、尿、糞便、鼻汁、唾液、
涙液など採取に際して侵襲(採血や穿刺

せ ん し
等)の

ないものである。その採取に侵襲を伴う血液は、
一般用検査薬の検体として認められない。

ｂ,ｃ 正
ｄ○一般用検査薬は、一般の生活者が正しく用い

て健康状態を把握し、速やかな受診につなげ
ることで疾病等を早期発見するためのもので
ある。

○重大な疾患(例：遺伝性疾患)の診断に関係す
るものは、一般用検査薬の対象外である。

ａ,ｂ 正
ｃ 食道は喉

のど
もとから上腹部のみぞおち近くまで

続く、直径 1～2 cm の管状の器官で、消化液
の分泌腺はない。

ｄ「歯槽骨
し そ う こ つ

」ではなく、「象牙質」

ａ,ｃ 正
ｂ「横紋筋

おうもんきん
」ではなく、「平滑筋」

ｄ 胃内に滞留する時間は、炭水化物主体の食品の
場合には比較的短く、脂質分の多い食品の場合
には比較的長い。

ａ,ｂ 正
ｃ「副腎皮質」ではなく、「副腎髄質」
ｄ 左右の腎臓と膀胱は尿管でつながっており、腎

臓から膀胱を経て尿道に至る尿の通り道を、尿
路という。

第 2 章 人体の働きと医薬品
問 58 正答 ５ ★★☆

問 59 正答 ４ ★★☆

問 60 正答 ２ ★★☆

問 61 正答 １ ★★★

問 62 正答 ２ ★★★

問 63 正答 １ ★★★

横紋筋には骨格筋と心筋がある。平滑
筋は横縞筋ではない。

関連

【正答解説】北陸・東海

１ 正 肝臓では脂溶性ビタミン(ビタミン A、D
等)のほか、水溶性ビタミン(ビタミン B6、B12
等)が貯蔵される。

２ 正 肝臓では胆汁が産生される。
３ 正 肝臓ではアンモニアが尿素へと代謝される。
４ 肝臓では必須アミノ酸以外のアミノ酸を生合

成している。

５ 正 肝臓ではアルコールがアセトアルデヒド
に代謝され、さらに酢酸へと代謝される。

ａ○心臓の内部は上部左右の心房、下部左右の心
室の 4 つの空洞に分かれている。

○心房で血液を集めて心室に送り、心室から血
液を拍出する。

ｂ,ｄ 正
ｃ「四肢を通る動脈」ではなく、「四肢を通る静脈」

ａ,ｃ 正
ｂ「好中球」ではなく、「単球」
ｄ「単球」ではなく、「好中球」

○角膜に射し込んだ光は、角膜、房水、水晶体、硝
しょう

子
し

体
たい

を透過しながら屈折して網膜に焦点を結ぶが、
主に水晶体の厚みを変化させることによって、遠
近の焦点調節が行われている。

○水晶体は、その周りを囲んでいる毛様体
もうようたい

の収縮・
弛緩によって、近くの物を見るときには丸く厚み
が増し、遠くの物を見るときには扁平

へんぺい
になる。

○真皮
し ん ぴ

は、線維芽細胞とその細胞で産生された線維
性のタンパク質(例：コラーゲン)からなる結合組
織の層で、皮膚の弾力と強さを与えている。

ａ 正

ｃ,ｄ 正
ｂ 骨格筋の疲労は、エネルギー源として蓄えられ

ているグリコーゲンが減少し、酸素や栄養分の
供給不足が起こるとともに、グリコーゲンの代
謝に伴って生成する乳酸が蓄積して、筋組織の
収縮性が低下する現象である。

＜自律神経系の働き＞
効果器 交感神経系 副交感神経系

目 瞳孔散大 瞳孔収縮
膀胱 排尿筋の弛緩 排尿筋の収縮
気管、気管支 拡張 収縮
腸 運動低下 運動亢進

ａ「小腸」ではなく、「胃」
ｂ「大腸」ではなく、「小腸」
ｃ,ｄ 正

ａ「膵臓」ではなく、「肝臓」 ※2 か所とも
ｂ,ｃ,ｄ 正

問 64 正答 ４ ★★★

問 65 正答 ３ ★★★

問 66 正答 ４ ★★☆

問 67 正答 ４ ★★★

問 68 正答 ２ ★★★

問 69 正答 ２ ★★☆

問 70 正答 ５ ★★★

問 71 正答 ３ ★★★

問 72 正答 ５ ★★★

ヒトでは、トリプトファン、リジン、メ
チオニン、フェニルアラニン、スレオニン、バ
リン、ロイシン、イソロイシン、ヒスチジンが
必須アミノ酸となる。

関連
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ａ「チュアブル錠」ではなく、「カプセル剤」
○チュアブル錠は、水なしでも服用できる。

ｂ,ｃ,ｄ 正

１「水性の基剤
き ざ い

」ではなく、「油性の基剤」
２,３,４ 正

ａ,ｂ,ｄ 正
ｃ「都道府県知事」ではなく、「厚生労働大臣」

１,３,４ 正
２○皮膚粘膜眼症候群は、38℃以上の高熱を伴っ

て、発疹・発赤、火傷様の水疱等の激しい症
状が比較的短時間のうちに全身の皮膚、口、
眼等の粘膜に現れる病態である。

○皮膚粘膜眼症候群は、致命的な転帰
て ん き

をたどる
ことがある。

○中毒性表皮壊死融解症の症例の多くは、皮膚
粘膜眼症候群の進展型とみられる。

１,３,４ 正
２ 精神神経症状は、不適正な使用がなされた場合

に限らず、通常の用法・用量でも発生すること
がある。

ａ,ｃ,ｄ 正
ｂ 正

ａ,ｂ,ｄ 正
ｃ○喘息は、原因となる医薬品(例：アスピリンな

どの非ステロイド性抗炎症成分を含む解熱鎮
痛薬)の使用後、短時間のうちに鼻水・鼻づま
りが現れ、続いて咳、喘鳴及び呼吸困難を生
じる。時間とともに悪化し、顔面の紅 潮

こうちょう
や目

の充血、吐きけ、腹痛、下痢等を伴うことも
ある。

○喘息は、内服薬のほか、坐薬
ざ や く

や外用薬でも誘
発されることがある。

１「眼圧が低下」ではなく、「眼圧が上昇」
２,３,４ 正

問 73 正答 ４ ★★★

問 74 正答 １ ★★★

問 75 正答 ２ ★★☆

問 76 正答 ２ ★★★

問 77 正答 ２ ★★☆

問 78 正答 ５ ★★☆

問 79 正答 ５ ★★☆

問 80 正答 １ ★★★

小児や高齢者のほか、普段から便秘傾
向のある人では、イレウス様症状の発症のリ
スクが高い。

関連

【正答解説】北陸・東海

［P218 問 85 参照］

ａ 日本薬局方に収載されている医薬品の中には、
一般用医薬品として販売されているものが少
なくない。

ｂ 医薬品には、人の身体に直接使用されない器具
用消毒薬も含まれる。

ｃ 正

ｄ 正

１「薬剤師又は登録販売者」ではなく、「薬剤師」
２ 第一類医薬品を購入等する者から説明を要し

ない旨の意思の表明があり、薬剤師が、当該医
薬品が適正に使用されると判断した場合は情
報を提供せずに販売等することができる。

３ 正
４ 一般用医薬品(第三類医薬品を含む)を購入し

た者から相談があった場合には、薬剤師又は登
録販売者に、必要な情報を提供させなければな
らない。〈法第 36 条の 10 第 5 項〉

ａ,ｂ 正
ｃ 卸売販売業において、医薬品をあらかじめ小分

けして販売する行為は、分割販売とはみなされ
ず、無許可製造や無許可製造販売に該当するた
め認められない。

ｄ 店舗販売業者は、(薬剤師が従事していようと
いまいと、)要指導医薬品又は一般用医薬品以
外の医薬品を販売することができない。

１,２,４ 正
３ 栄養機能食品は、食品表示基準の規定に基づき、

栄養成分の機能の表示を行わなければならな
い。なお、当該表示は、消費者庁長官の個別の
審査を受けたものではない。

ａ,ｃ 正
ｂ「製造販売業者」ではなく、「厚生労働大臣」
ｄ 第三類医薬品に分類されている医薬品であっ

ても、日常生活に支障を来
きた

す程度の副作用を生
じるおそれのあることが明らかとなった場合
には、第一類医薬品又は第二類医薬品に分類が
変更されることがある。

ａ,ｂ 正
ｃ 薬局開設者は、指定第二類医薬品を情報提供を

行うための設備から 7 メートル以内の範囲に
陳列しなければならない。ただし、鍵をかけた
陳列設備に陳列する場合等を除く。

ｄ 配置販売業者は、第一類医薬品、第二類医薬品

第 4 章 薬事関係の法規・制度

問 81 正答 １ ★★★

問 82 正答 １ ★★☆

問 83 正答 ３ ★★★

問 84 正答 １ ★★★

問 85 正答 ３ ★★★

問 86 正答 ４ ★★★

問 87 正答 ３ ★★★

「やせ薬」を標榜した食品(例：サプリ
メント)は、“痩

や
せる”という身体の機能に影響

を及ぼすことが目的とされている物であるこ
とから、法第 2 条第 1 項第 3 号の「医薬品」
に該当する。ただし、必要な承認及び許可を受
けていないため、無承認無許可医薬品とみなさ
れ、取締りの対象となる。

参考

模造に係る医薬品とは、名称、表示、包
装、添付される文書、組成、起源を故意に偽っ
た医薬品をいう。ただし、治験等で用いられる
プラセボは「模造に係る医薬品」に該当しない。

参考

医薬品をあらかじめ小分けする行為は
「製造」とみなされるため、別途、製造業の許
可を受けなければならない。また、小分け製造
した医薬品を流通させる行為は「製造販売」と
みなされるため、製造販売業の許可についても
受けなければならない。

参考
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ａ○C 型肝炎訴訟は、出産や手術での大量出血な
どの際に特定のフィブリノゲン製剤や血液凝
固第Ⅸ因子製剤の投与を受けたことにより、
C 型肝炎ウイルスに感染したことに対する損
害賠償訴訟である。

○CJD 訴訟は、脳外科手術等に用いられていた
ヒト乾燥硬膜を介して、クロイツフェルト・
ヤコブ病(CJD)に罹患したことに対する損害
賠償訴訟である。

ｂ,ｃ,ｄ 正

ａ 食道は、喉もとから上腹部のみぞおち近くまで
続く、直径 1～2 cm の管状の器官で、消化液
の分泌腺はない。

ｂ ペプシノーゲンは、胃酸によってタンパク質を
消化する酵素であるペプシンとなり、胃酸とと
もに胃液として働く。

ｃ 正
ｄ 小腸は、全長 6～7ｍの管状の臓器で、十二指

腸、空腸、回腸の 3 部分に分かれる。

ａ,ｃ,ｄ 正
ｂ「弱酸性」ではなく、「弱アルカリ性」

ａ,ｄ 正
ｂ 咽頭は、鼻腔と口腔につながっており、消化管

と気道の両方に属する。
ｃ「喉頭」ではなく、「咽頭」

ａ,ｂ 正
ｃ「好中球」ではなく、「リンパ球」

○好中球は白血球の約 60％を占め、細菌やウイ
ルス等を食作用によって取り込んで分解する。

ｄ「アルブミン」ではなく、「グロブリン」

問 20 正答 １ ★★★

問 21 正答 ３ ★★★

問 22 正答 １ ★★★

問 23 正答 ３ ★★★

問 24 正答 ２ ★★★

第 2 章 人体の働きと医薬品

【正答解説】南関東

○アルブミンは、血液の浸透圧を保持するほか、
ホルモンや医薬品の成分等と複合体を形成し
て代謝や排泄を受けにくくする。

ａ,ｂ,ｃ 正
ｄ 副腎皮質ホルモンの一つであるアルドステロ

ンは、体内に塩分と水を貯留し、カリウムの排
泄を促す作用があり、電解質と水分の排出調節
の役割を担っている。

１,２,３,５ 正
４「ビタミン D」ではなく、「ビタミン A」

※2 か所とも

ａ においに対する感覚は順応を起こしやすく、長
時間同じにおいを嗅いでいると、そのにおいを
次第に感じなくなる。

ｂ 正

ｃ 正
ｄ「内耳」ではなく、「中耳」

ａ ①身体を覆う皮膚、②汗腺、皮脂腺、乳腺等の
皮膚腺、③爪や毛等の角質を総称して、外皮系
という。

ｂ,ｄ 正
ｃ「表皮」ではなく、「真皮

し ん ぴ
」

ａ 正

ｂ,ｄ 正
ｃ○筋組織は、筋細胞(筋線維)とそれらをつなぐ

結合組織からなる。
○腱は、結合組織のみでできているため、伸縮

性があまりない。

＜自律神経系の働き＞
効果器 交感神経系 副交感神経系

目 瞳孔散大 瞳孔収縮
気管、気
管支

拡張 収縮

腸 運動低下 運動亢進
肝臓 グリコーゲンの分解

(ブドウ糖の放出)
グリコー ゲン
の合成

ａ,ｄ 正
ｂ「小腸」ではなく、「胃」
ｃ 内服薬の有効成分の吸収量や吸収速度は、消化

管内容物等によって影響を受ける。

問 25 正答 １ ★★★

問 26 正答 ４ ★★★

問 27 正答 ５ ★★★

問 28 正答 ４ ★★★

問 29 正答 １ ★★☆

問 30 正答 ５ ★★★

問 31 正答 ３ ★★☆
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ア 大腸は、盲腸、虫 垂
ちゅうすい

、上行結腸、横行結腸、
下行結腸、S 状結腸、直腸からなる管状の臓器
で、内壁粘膜に絨毛が存在しない。

イ「ビタミン D」ではなく、「ビタミン K」
ウ 正
エ 通常、糞便の成分の大半は水分で、そのほか、

はがれ落ちた腸壁上皮細胞の残骸や腸内細菌の
死骸が含まれ、食物の残滓

ざ ん し
は約 5％に過ぎない。

ア 正

イ 正
ウ「リパーゼ」ではなく、「リゾチーム」
エ○肺は、胸部の左右両側に 1 対ある。

○肺自体には、肺を動かす筋組織がない。
○横隔膜や肋間筋

ろっかんきん
によって、肺が拡張・収縮し

て呼吸運動が行われている。

ア「心房」ではなく、「心室」
イ 正
ウ「平滑筋」ではなく、「骨格筋」
エ「右上背部」ではなく、「左上腹部」

１,３,４ 正
２「約 60％」ではなく、「約 5％」

○好中球は、白血球の約 60％を占め、血管壁を
通り抜けて組織の中に入り込むことができる。

ア 正

イ 腎小体では、肝臓でアミノ酸が分解されて生成
する尿素など、血液中の老廃物が濾過され、原
尿として尿細管へ入る。

ウ「副腎髄質」ではなく、「副腎皮質」
エ 正

ア 正
イ「リンパ液」ではなく、「血漿」
ウ「強膜」ではなく、「結膜」
エ「硝子体

しょうしたい
」ではなく、「水晶体」

ア 中耳は、鼓膜、鼓室、耳小骨
じしょうこつ

、耳管からなる。
イ 聴覚器官である蝸牛

かぎゅう
と、平衡器官である前庭

ぜんてい
の

内部はリンパ液で満たされている。
ウ,エ 正

問 23 正答 ５ ★★★

問 24 正答 １ ★★★

問 25 正答 ４ ★★☆

問 26 正答 ２ ★★★

問 27 正答 ２ ★★☆

問 28 正答 ３ ★★★

問 29 正答 ４ ★★☆

【正答解説】九州・沖縄

１○皮膚は、表皮、真皮
し ん ぴ

、皮下組織の 3 層構造か
らなる。

○表皮は、角質層と生きた表皮細胞の層に分け
られる。

○角質層は、角質細胞と細胞間脂質で構成され
ている。

２,３,４ 正

○骨格筋は、筋線維を顕微鏡で観察すると横縞
よこじま

模様
(横紋

おうもん
)が見えるので横紋筋とも呼ばれる。

○随意筋(骨格筋)は、体性神経系に支配されている。
○平滑筋には、筋線維に骨格筋のような横縞模様が

ない。

ア「副交感神経系」ではなく、「交感神経系」
イ 脳の血管は、末梢に比べて物質の透過に関する

選択性が高く、イオン化した物質が血液中から
脳の組織へ移行しにくい。

ウ「体性神経系」ではなく、「自律神経系」
エ○視床下部

し し ょ う か ぶ
は、様々な調節機能を担っている部

位である。
○延髄には、心拍数を調節する心臓中枢、呼吸

を調節する呼吸中枢等が存在する。

ア,ウ,エ 正
イ 坐剤の有効成分は、一般に、直腸内壁の粘膜か

ら吸収され、初めに肝臓で代謝を受けることな
く全身に分布する。

ア 正 ニコチンを有効成分とする禁煙補助剤に
は、咀嚼

そしゃく
剤とパッチ製剤がある。

○咀嚼剤では、口腔粘膜からニコチンが吸収さ
れる。

○パッチ製剤では、皮膚からニコチンが吸収さ
れる。

イ アセトアミノフェンは、内服薬のほか、坐薬に
も配合されている。

○内服薬では、小腸粘膜からアセトアミノフェ
ンが吸収される。

○坐薬では、直腸粘膜からアセトアミノフェン
が吸収される。

ウ 正 ニトログリセリンは、抗狭心症薬の舌下
錠やスプレーに配合され、口腔粘膜から吸収
される。

エ ニコチン酸は、内服薬に配合され、小腸粘膜か
ら吸収される。

ア 医薬品の有効成分は未変化体のままで、あるい
は代謝物として、腎臓から尿中へ、肝臓から胆
汁中へ、又は肺から呼気中へ排出される。

イ「リンパ管」ではなく、「門脈という血管」
ウ,エ 正

１,２,４ 正
３○カプセル剤は、カプセル内に散剤や顆粒剤、

液剤等を充填した剤形である。
○カプセル剤は、水なしで服用するとゼラチン

が喉や食道に貼り付くことがあるため、必ず

問 30 正答 １ ★★☆

問 31 正答 １ ★★★

問 32 正答 ５ ★★★

問 33 正答 ２ ★★☆

問 34 正答 ２ ★★☆

問 35 正答 ４ ★★☆

問 36 正答 ３ ★★★

○ニコチンは、煙草に含まれる生理活
性物質で、精神覚醒や筋肉弛緩などに働く。

○ニコチン酸は、ナイアシン(ビタミン B3)で、
眠気による倦怠感を和らげ、吐きけの防止に
働き、また、皮膚や粘膜の機能維持を助ける。

参考
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ア 正 ジヒドロコデインリン酸塩：鎮咳成分
イ 正 アセトアミノフェン：解熱鎮痛成分
ウ クロルフェニラミンマレイン酸塩：肥満細胞か

ら遊離したヒスタミンが受容体と反応するの
を妨げる(抗ヒスタミン成分)

エ「リボフラビン」ではなく、「制酸成分」
○リボフラビン：粘膜の健康維持・回復に重要

(ビタミン B2)

ア,イ,エ 正
ウ ジフェンヒドラミン塩酸塩は、アルコールとと

もに服用すると、その薬効や副作用が増強され
るおそれがある。

○解熱鎮痛成分により末梢におけるプロスタグラン
ジンの産生が抑制されると、腎血流量が減少する
ため、腎機能に障害があると、その症状を悪化さ
せる可能性がある。

１,２,３ 正 ジフェニドール塩酸塩：抗めまい成分
４○ジフェニドール塩酸塩は、抗ヒスタミン成分

と共通する類似の薬理作用(ヒスタミンが受
容体と反応するのを妨げる作用)を示す。

○ジフェニドール塩酸塩は、海外では制吐薬や
めまいの治療薬として使われてきた。

(注) ゴオウは、動物の胆嚢中に生じた結石であって、
通常、“分泌物”とはみなされない。

このように、設問「エ」の記述には誤りがあるため、
「イ」のみが正しい。それゆえ適切な選択肢がなく、
「解なし」となって受験生全員に加点がなされた。

ア 柴胡加竜骨牡蛎湯
さいこかりゅうこつぼれいとう

を小児の夜泣きに用いる場
合、1 週間位服用しても症状の改善がみられな
いときは、いったん服用を中止する。

イ 正

ウ○小 建 中 湯
しょうけんちゅうとう

は、体力虚弱で、疲労しやすく腹
痛があり、血色がすぐれず、ときに動悸、手
足のほてり、冷え、ねあせ、鼻血、頻尿及び
多尿などを伴うものの小児虚弱体質、疲労倦
怠、慢性胃腸炎、腹痛、神経質、小児夜尿症、
夜なきに適す。

○抑肝散加陳皮半夏
よ く か ん さ ん か ち ん ぴ は ん げ

は、体力中等度をめやすと
して、やや消化器が弱く、神経がたかぶり、
怒りやすい、イライラなどがあるものの神経
症、不眠症、小児夜なき、小児疳症(神経過敏)、
更年期障害、血の道症、歯ぎしりに適す。

エ○ゴオウ、ジャコウは、緊張や興奮を鎮め、ま
た、血液の循環を促す作用等が期待される。

○ゴオウ(牛黄)：ウシ科のウシ(動物の一種)の胆
嚢中に生じた結石

○ジャコウ(麝香)：シカ科のジャコウジカ(動物
の一種)の雄の麝香腺

じゃこうせん
分泌物

ア,ウ 正
イ デキストロメトルファン臭化水素酸塩水和物：

鎮咳作用
エ トラネキサム酸：抗炎症作用

ア 正 ブチルスコポラミン臭化物：抗コリン成分
イ 正
ウ 正 アミノ安息香酸エチル：局所麻酔成分
エ オキセサゼインについては、局所麻酔作用のほ

か、胃液分泌を抑える作用もある。
○オキセサゼイン：消化管の粘膜及び平滑筋に

対する麻酔作用による鎮痛鎮痙の効果(局所
麻酔成分)

ア,エ 正
イ「ブロモバレリル尿素」ではなく、「抗ヒスタミ

ン成分」
○ブロモバレリル尿素：鎮静成分

ウ ジフェンヒドラミン塩酸塩は、抗ヒスタミン成
分の中でも特に中枢作用が強い。

問 65 正答 １ ★★☆

問 66 正答 ２ ★★☆

問 67 正答 ２ ★★☆

問 68 正答 ４ ★★☆

問 69 正答 解なし ★★☆

問 70 正答 ２ ★★☆

問 71 正答 １ ★★☆

問 72 正答 ２ ★★☆

【正答解説】九州・沖縄

ア ドロップ剤は、有効成分が口腔内や咽頭部に行
き渡るよう、口中に含み、噛まずにゆっくり溶
かすようにして使用する。噛み砕いて飲み込ん
でしまうと効果は期待できない。

イ 一般用医薬品の口腔咽喉薬は、口腔内や咽頭に
おける局所的な作用を目的とする医薬品であ
るが、全身的な影響を生じることがある。

ウ 口腔内に噴射して使用する外用液剤は、軽く息
を吐きながら噴射することが望ましい。

エ 正

１「ピコスルファートナトリウム」ではなく、「膨
潤性瀉下成分」

○ピコスルファートナトリウム：大腸刺激性瀉
下成分

２,３,４ 正

ア 鉄分は、赤血球が酸素を運搬する上で重要なヘ
モグロビンの産生に不可欠なミネラルである。

イ,ウ 正
エ 正 鉄製剤は、服用の前後 30 分にタンニン酸

を含む飲食物(例：緑茶、紅茶、コーヒー、ワ
イン、柿)を摂取すると、タンニン酸と反応し
て鉄の吸収が悪くなることがある。

ア○ビスマスを含む成分(例：次没食子酸
じ も っ ょ く し さ ん

ビスマ
ス)は、収斂作用のほか、腸内で発生した有毒
物質を分解する作用も持つとされる。

○収斂成分(例：次没食子酸ビスマス)を主体と
する止瀉薬は、細菌性の下痢や食中毒のとき
に使用して腸の運動を鎮めると、かえって状
態を悪化させるおそれがある。

イ,エ 正
ウ「タンニン酸ベルベリン」ではなく、「タンニン

酸アルブミン」
○タンニン酸アルブミンに含まれるアルブミン

は、牛乳に含まれるタンパク質(カゼイン)か
ら精製された成分である。

１ サントニン：回虫の自発運動を抑える
２ カイニン酸：回虫に痙攣

けいれん
を起こさせる

３ ピペラジンリン酸塩：アセチルコリン伝達を妨
げて、回虫及び 蟯 虫

ぎょうちゅう
の運動筋を麻痺させる

４ 正
５ マクリ：回虫に痙攣を起こさせる

ア「ジンコウ(沈香)」ではなく、「リュウノウ(竜脳)」
○ジンコウ：鎮静、健胃、強壮

イ「1 mg」ではなく、「5 mg」
ウ 正
エ「インヨウカク(淫羊霍)」ではなく、「ジャコウ

(麝香)」
○インヨウカク：強壮、血行促進、強精

ア 正

イ○低密度リポタンパク質(LDL)は、コレステロ
ールを肝臓から末梢組織へと運ぶ。

○高密度リポタンパク質(HDL)は、末梢組織の
コレステロールを取り込んで肝臓へと運ぶ。

ウ 医療機関で測定する検査値として、LDL が
140mg/dL 以上、HDL が 40mg/dL 未満、中
性脂肪が 150mg/dL 以上のいずれかにあては
まる状態が、脂質異常症とされる基準である。

エ 正 パンテチン：高コレステロール改善成分

問 73 正答 ５ ★★☆

問 74 正答 １ ★★☆

問 75 正答 ３ ★★☆

問 76 正答 ４ ★★☆

問 77 正答 ４ ★★☆

問 78 正答 ５ ★★☆

問 79 正答 ３ ★★☆
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